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NEW

ベーシックシリーズに新柄追加

新 製 品

※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

※製品説明につきましては38〜40ページまたは53ページを、光線透過率やUVカット率、引張・破裂試験測定値につきましては83ページからをご参照ください。

スタンダードタイプ
［ベーシックシリーズ］

スタンダードタイプ
［ベーシックシリーズ］

水拭き可 防炎製品
認定品

破れにくい

水拭き可 防炎製品
認定品

割れにくい

Japanese paper

PVC

PVC

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

簀目の流れ方向
すのめ

930
20～
30mm
間隔

1850又は2040

Japanese paper
or

PVC

PVC

Print Film

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

プリント
フィルム

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

品　　番
有効サイズ（mm）

930×1850 930×2150 930×1850 930×2150
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

No.84・No.87・No.89 ○ ○0.2 25 枚30 枚

品　　番
有効サイズ（mm）

930×1850 930×2040 930×1850 930×2040
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

V-84・V-87・V-89
●

●

●

●

●

●

1.0

1.5

2.0

20 枚

16 枚

10 枚

No.84 市松落水

V-84 市松落水

No.89 小柄麻の葉

V-89 小柄麻の葉

No.87 七宝

V-87 七宝

長
手
方
向

長
手
方
向

●印のついているものは受注生産品です。
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NEW

工芸和紙シリーズに新柄追加

新 製 品

※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

※製品説明につきましては38〜40ページまたは53ページを、光線透過率やUVカット率、引張・破裂試験測定値につきましては83ページからをご参照ください。

スタンダードタイプ
［工芸和紙シリーズ］

スタンダードタイプ
［工芸和紙シリーズ］

水拭き可 防炎製品
認定品

破れにくい

水拭き可 防炎製品
認定品

割れにくい

Japanese paper

PVC

PVC

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

簀目の流れ方向
すのめ

930
20～
30mm
間隔

1850又は2040

Japanese paper
or

PVC

PVC

Print Film

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

プリント
フィルム

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

品　　番
有効サイズ（mm）

930×606 930×1850 930×2150 930×606 930×1850 930×2150
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

K-111・K-115 ○ ○ ○0.3 15 枚30 枚 20 枚

品　　番
有効サイズ（mm）
930×1850

呼称厚み
（mm） 元払発送単位

KV-111・KV-115
●

●

●

1.0

1.5

2.0

20 枚

16 枚

10 枚

K-111 雲海

KV-111 雲海

K-115 大玉落水

KV-115 大玉落水

長
手
方
向

長
手
方
向

●印のついているものは受注生産品です。
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私 たちワ ーロン の「和風」へ の 追 求 は 、

その 和 風 領 域 に 納 まら ず 、

グ ロー バ ル な「W a - f u」空 間 へ と

進 化して い ます 。

「和風」か ら「W a - f u」へ 。

ワ ーロン による新 た な

和 風 感 性 の 提 案 で す 。

伝統の趣 現代への新たな継承
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■ 施 工 例 集

□□ 製 品 紹 介

　 ■ ワ ー ロ ン P E T シ ー ト

　 ■ ワ ー ロ ン 耐 水 シ ー ト

　 ■ ワ ー ロ ン シ ー ト

　 □　 □ ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ

　　 太 鼓 張 り 障 子 に つ い て

　 ■ 強 化 障 子 紙

　 □　 □ タ フ・ト ッ プ

　 □　 □ ハ イ テ ッ ク エ ー ス

　 □　 □ P E T ホ ー ム ワ ー ロ ン

　 ■ ワ ー ロ ン プ レ ー ト

　 ■ 防 炎 性 能・鉄 道 車 両 用 材 料 燃 焼 試 験・
　 　 シックハウス 対 策 に つ い て

　 ■ ア ク リ ワ ー ロ ン

　　 □ 　 　  □ 　 　  環 境 配 慮 品

　 ■ ワ ー ロン M P S プ レ ート

　 ■ ハ ル ワ ー ロ ン 　

■ 柄 見 本

■ 光 線 透 過 率・Ｕ Ｖ カット 率

■ 引 張 ・ 破 裂 試 験

■ ウ ェ ブ サ イ ト の ご 紹 介
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NA-52

高槻の住宅

使用箇所／障子

使用製品／タフトップ
 NA-52

設　　計／荒谷省午建築研究所

撮　　影／小川重雄

その他の事例は、ワーロンWEBサイトを
ご参照ください。

さまざまなシーンに
ワーロンがもたらす空間演出

〈施工事例〉

22

施
工
例
集   

住
宅

2026年年3月版月版

ワ ー ロ ン 製 品 を ご 採 用 い た だ い た 施 工 例 を

ウ ェ ブ サ イ ト 上 で ご 紹 介 し て お り ま す 。

https://www.warlon.co.jp/construction/



NA-52

高槻の住宅

使用箇所／障子

使用製品／タフトップ
 NA-52

設　　計／荒谷省午建築研究所

撮　　影／小川重雄

その他の事例は、ワーロンWEBサイトを
ご参照ください。

さまざまなシーンに
ワーロンがもたらす空間演出

〈施工事例〉

23

天 然 素 材 の 和 紙 を 温 度 変 化 に よ る

伸 縮 の 少 な い P E T 樹 脂 で 両 面 か ら

ラ ミ ネ ー ト し た 、耐 久 性 に 優 れ

衝 撃 に 強 い イ ン テ リ ア 素 材 で す 。

和 紙 の 持 つ 美 し さ を そ の ま ま に 表 現 。

耐 水 性・耐 久 性 に 優 れ た イ ン テ リ ア 素 材 で す 。
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○ 温度変化による伸縮が少なく、たるみにくい　
○ 衝撃に強い※1ため、ペット対策にも   
○ 和紙の風合いはそのまま、水拭き可能

※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

TW-2 雲竜 TW-52 無地 TW-52 無地

長
手
方
向

天 然 素 材 の 和 紙 を 温 度 変 化 に よ る 伸 縮 の 少 な い P E T 樹 脂 で

両 面 か ら ラ ミ ネ ー ト し た 、耐 久 性 に 優 れ 衝 撃 に 強 い

イ ン テ リ ア 素 材 で す 。

品　　番
有効サイズ（mm）

930×1850 930×2150 930×1850 930×2150
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

TW-2・TW-52 ○ ○0.2 25 枚30 枚

破れにくい 水拭き可 低伸縮

Acrylic

Print Film

和紙
PET樹脂

PET樹脂

※1： ワーロンシート0.2mmの約3倍の強さです。（当社調べ）

※桜柄は抜き加工、薄桃色はインクジェット
　印刷をした加工事例です。サイズ 930×1850㎜ 930×2150㎜

ワ
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ロ
ン
P
E
T
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ー
ト
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仕　様

ワーロンPETシートは、天然素材の和紙を温度変化による伸縮の少ないPET樹脂で両面からラミネートした、耐久性に優れ衝撃に
強いインテリア素材です。

和紙

PE T樹脂

P E T樹脂

カッターナイフ・ハサミ・裁断機などで切断できます。

切 断 加 工

※建具への施工方法は、ワーロンシート専用両面テープでの施工手順ページ（P３９）をご覧ください。施 工 上 の 注 意 点

箱からワーロンPETシートを取り出す際は、折れなどに十分ご注意ください。
ワーロンPETシートに巻きグセがある場合は、張る前に平置きし、クセを取り除いてください。
（強いクセを残したままの施工は接着が甘くなり、ハガレの要因になります）
両面どちら側でも接着することができます。重ね張りも可能です。
シートの接着にはワーロンシート専用両面テープをお使いください。
（一般の木工用ボンド、でんぷん糊、一般の両面テープでは接着できません。）
ワーロンPETシートは温度変化により若干ですが伸縮を繰り返します。（１mの長さのものが１０℃の温度変化に対し０.３mm
程度。）桟の少ない（間隔が広い）建具の場合は施工時にたるまないように注意しながら、接着面を指やローラーでしっかりと
押さえてください。
冬期の寒い環境下で施工した場合は夏期との温度差が大きくなり、条件によってはたるみが目立つ場合がございますので、なる
べく２０℃以上の環境での施工をお勧めいたします。
ハガレの原因となるため環境温度が６０℃を超える場所でのご使用はお避けください。
結露時、シート端部からの水の吸い上げなどでシミなどの原因になることがありますのでご注意ください。
施工場所の条件等により、音の反響が生じることがあります。
硬いもので表面を擦るとキズの原因となりますのでご注意ください。

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※ワーロンPETシートは和紙をPET樹脂で両面からラミネートしておりますので、お取り扱いの際、折ったり、角等を当てられますと白化
（折れたところが白く見えます）や層間剥離（剥がれた箇所が白く見えます）の原因になりますのでご注意ください。

製 品 説 明

お 手 入 れ・保 管 方 法

中性洗剤水溶液（1%以下）を用いて、柔らかい布で表面を軽く拭いてください。その際には端部からの水の染み込みにご注意
ください。

熱・発火源から離し、水がかからず直射日光が当たらない場所で、段ボールケースに入れ立てた状態で保管してください。

１

2
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26 ※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

○ 水洗い可能
○ 和紙の質感を美しく表現

和 紙 の 持 つ 美 し さ を そ の ま ま に 表 現 。

耐 水 性・耐 久 性 に 優 れ た イ ン テ リ ア 素 材 で す 。

品　　番
有効サイズ（mm）

930×1850 930×2150 930×1850 930×2150
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

VMP-2・VMP-52・VMP-95 ○ ○0.2 25 枚30 枚

破れにくい 水拭き可

Acrylic

Print Film

プリント
フィルム

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

※写真はイメージです。

サイズ 930×1850㎜ 930×2150㎜

VMP-2 雲竜 VMP-52 無地 VMP-95 ホワイトフォール

長
手
方
向

ワ
ー
ロ
ン
耐
水
シ
ー
ト

2026年年3月版月版
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仕　様

ワーロン耐水シートは、和紙が持つ美しさをそのままに表現した、耐水性・耐久性に優れたインテリア素材です。

プリント
フィルム

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

カッターナイフ・ハサミ・裁断機などで切断できます。

施 工 上 の 注 意 点

箱からワーロン耐水シートを取り出す際は、折れなどに十分ご注意ください。
ワーロン耐水シートに巻きグセがある場合は、張る前に平置きし、クセを取り除いてください。
（強いクセを残したままの施工は接着が甘くなり、ハガレの要因になります。）
両面どちら側でも接着することができます。重ね張りも可能です。
シートの接着にはワーロンシート専用両面テープをお使いください。
（一般の木工用ボンド、でんぷん糊、一般の両面テープでは接着できません。）
ワーロンシート専用両面テープが水にぬれるとハガレの原因となりますのでご注意ください。
ワーロン耐水シートは、温度変化により伸縮を繰り返します。（１ｍの長さのものが１０℃の温度変化に対し０.８㎜程度。）桟の少ない
（間隔が広い）建具の場合はシートのたるみが目立ちやすくなります。冬期の寒い環境下で施工した場合は夏期になるとたるみが
大きくなりますので、なるべく２０℃以上の環境での施工をお勧めします。また環境温度が６０℃を超える場所でのご使用は
お避けください。
すり上げ障子のような桟の細い建具への施工は組子を反らせる恐れがありますのでお避けください。
施工場所の条件等により、音の反響が生じることがあります。

１

2

3

4

5

6

7

※ワーロン耐水シートをお取り扱いの際、折ったり、角等を当てられますと白化（折れたところが白く見えます）の原因になりますのでご注意
ください。

切 断 加 工

※建具への施工方法は、ワーロンシート専用両面テープでの施工手順ページ（P３９）をご覧ください。

製 品 説 明

お 手 入 れ・保 管 方 法

中性洗剤水溶液（1% 以下）を用いて、柔らかい布で表面を軽く拭いてください。

熱・発火源から離し、水がかからず直射日光が当たらない場所で、段ボールケースに入れ立てた状態で保管してください。

１

2
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○ 工芸和紙の素材感や表面テクスチャーを表現
○ 防炎製品認定品

○ワーロンシート［工芸和紙シリーズ］は、天然の靭皮繊維を多用しておりますので樹皮の一部及び樹皮によるシミが部分的に残る場合がございます。
　また、品番によって表と裏の柄に見え方の違いが生じる場合がございます。

しなやかな手触りと光をやさしく透かす和紙の特性に、

様々な装飾技法を取り入れて漉かれた工芸和紙。

伝統的な工芸和紙の素材感や表面テクスチャーはそのままに

表現しました。

Japanese paper

PVC

PVC

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

簀目の流れ方向
すのめ

930
20～
30mm
間隔

1850又は2040

サイズ 930×606㎜ 930×1850㎜

品　　番
有効サイズ（mm）

930×606 930×2150930×1850 930×1850930×606 930×2150
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

K-102 ・ K-104・ K-105・ K-106
K-107・ K-108・ K-109・ K-110
K-112・ K-114

○ ○ ○0.3 30 枚 20 枚 15 枚

K-106 麻雲竜

K-109 菱落水

K-102 荒雲竜

K-107 スサ入り

K-110 金和紙

K-104 糸入り落水

K-108 波落水

K-112 生
き

なり荒雲竜

K-105 散らし麻

K-114 生
き

なり糸入り落水

破れにくい 水拭き可 防炎製品
認定品

930×2150㎜

工芸和紙シリーズ工芸和紙シリーズスタンダードタイプ

長
手
方
向

※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

ワ
ー
ロ
ン
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ー
ト
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34 ※このページの柄見本は、柄領域の一部の為、柄領域全体の見え方や実際の色と違いが生じることもあります。また、カタログ上の柄は天地が製品の長手方向となります。

無意識に触れる場所にも

ウイルス対策。

清潔・衛生的な環境づくりに

安心をプラス。

C-2 雲竜 C-52 無地

品　　番
有効サイズ（mm）

930×1850 930×2450930×2150 930×2150930×1850 930×2450
呼称厚み
（mm）

元払発送単位

C-2・C-52 ○ ○ ○0.2 30 枚 25 枚 20 枚

■試験方法：ISO 21702  
■試験ウイルス： ウイルスA（エンベロープあり）、
 ウイルスB（エンベロープなし）  
■試験機関：一般財団法人ボーケン品質評価機構

ウイルスA （エンベロープあり）

■抗ウイルス性試験

ウ
イ
ル
ス
の
数
(P
FU
/c
m
2
)

試験後（24時間）試験前
0.0E+00

2.0E+04

4.0E+04

6.0E+04

8.0E+04

1.0E+05

1.2E+05

ウイルスB （エンベロープなし）

ウ
イ
ル
ス
の
数
(P
FU
/c
m
2
)

試験後（24時間）試験前
0.0E+00

5.0E+03

1.0E+04

1.5E+04

2.0E+04

2.5E+04

3.0E+04

3.5E+04

4.0E+04

減少
99%以上

減少
99%以上

※PFU（Plaque-forming unit）：プラーク法により測定したウイルス数の指標。
※薬機法（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律）の関係上、特定のウイルス名が表記
できないため、ウイルスA、Bと記載しております。
※上記の値は測定値であり、保証値ではありません。
※試験結果は特定のウイルスを対象としたものであり、すべてのウイルスへの効果を示すものでありません。

抗菌・抗ウイルスタイプ

サイズ 930×1850㎜ 930×2150㎜ 930×2450㎜

Japanese paper

PVC

PVC

和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙
塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

簀目の流れ方向
すのめ

930
20～
30mm
間隔

1850又は2040

水拭き可 防炎製品
認定品

抗菌・抗ウイルス
加工

破れにくい

無機抗菌剤・
表面層・コーティング
JP0123260A0001Q

無機抗ウイルス加工剤・
表面層・コーティング
JP0613260X0001A
製品上の特定ウイルスの数を
減少させます

・SIAAマークは、抗ウイルスはISO21702法により、
抗菌はISO22196法に評価された結果に基づき、
抗菌製品技術協議会ガイドラインで品質管理・情報
公開された製品に表示されています。

・抗ウイルス加工は、病気の治療や予防を目的とする
ものではありません。

・SIAA の安全性基準に適合しています。
・本製品は医薬品ではありません。
・すべての細菌の増殖を抑制するものではありません。

長
手
方
向

水拭き可能抗菌・抗ウイルス性

防炎製品認定品優れた耐久性
※アルコールや次亜塩素酸ナトリウム液。用法容量に従い希釈してください。

SIAA（抗菌製品技術協議会）マークを取得、製品上の特定の
ウイルス数を減少。

和紙を塩化ビニール樹脂で両面からラミネート。破れにくさ
を実現。

消毒液※で表面の拭き掃除可能。和紙の風合いはそのままに、抗菌・
抗ウイルス効果は持続。

従来のワーロンシートと同様に防炎製品認定品。燃えにくく、より安心
な環境を提供。

生 産 中 止
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品　　番 規　　格 元払発送単位

WF-5
WF-10
WN-530

5mm幅×20m巻（袋入り）
10mm幅×20m巻（袋入り）

5mm幅×20m巻（袋なし・30巻入り）

30 巻
30 巻
 1 箱

WF-5 専用両面テープ WN-530 専用両面テープ（箱入り）WF-10 専用両面テープ

○ ワーロンシートの0.2mm、0.3mmを建具に接着するための専用両面テープ
○ 1巻で標準の3×6尺サイズの建具が約1本施工できます
○ 仕上がりが綺麗で、施工後すぐに建て付けが可能
○ ワーロンPETシート、ワーロン耐水シートにつきましても建具への接着にご使用いただけます

○専用両面テープを用いたワーロンシートの施工動画をウェブサイトに掲載。 詳しくはウェブサイトをご参照ください。　　　

※一般の両面テープで施工されますとハガレの
原因になりますので、必ずワーロンシート専用
両面テープをご使用ください。

※ワーロンシートの0.45mm厚との接着は、ハガレや
建具の組子を反らせる恐れがありますのでお避け
ください。

ワーロンシートを建具に接着するために開発された専用両面テープ。

〈施工動画〉
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高槻の住宅　
使用箇所／障子　使用製品名／タフトップ NA-52
設計／荒谷省午建築研究所　撮影／小川重雄

一般の障子紙のように片面だけでなく、ワーロン

シートを両面から張る（太鼓張り）ことにより熱の

侵入・流出を抑制し、断熱性を高めることができ

ます。また、光線透過率が高いワーロンシート

だからこそ、太鼓張り障子でも多くの光を取り

入れ室内を明るく保ちます。

光熱費を削減し省エネにもつながるため、寒い

時期に最適です。

戸や間仕切りなどの建具で、骨組みの両面に紙や板
を張って中を空洞としたもの。

□太鼓張り障子

組子の両面に障子紙を張った仕様になります。障子の表・

裏が同じ表情になり、透過光により組子が透けて見えます

ので断熱効果に加えて意匠効果も期待できます。

太鼓張りとは…

冬 で も あ た た か !  断 熱 効 果 で 省 エ ネ 提 案 !

片 面 張 り 障 子 よりも
さら に 優 れ た 断 熱 効 果

太鼓張り障子

※写真は太鼓張り（両面張り）のイメージです。

外気の侵入を防ぎ

« 片面張り » « 太鼓張り（両面張り） »

熱の侵入・流出を抑制し、断熱効果に最適!

「太鼓張り障子」
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光熱費削減で
エコ

ポイント 
3

もともと、障子紙には夏の強い日差しを和らげ、冬は空気の流出を少なく

する特長がありますが、ワーロンシートを使用することでさらなる断熱性を

得ることができます。
優れた断熱性ポイント 

1

明るい室内ポイント 
2 安心・安全ポイント 

4
ワーロンシートは光線透過率が

高いため、太鼓張り障子にしても

多くの光を取り入れます。

太鼓張りによる断熱効果により、

熱の侵入・流出を抑制。冷暖房な

どの光熱費削減につながります。

破れにくく、拭き掃除も可能で、

長期間張り替えが不要。しかも、

燃えにくい防炎製品認定品です。

■真冬の朝を想定した、表面温度を測定実験

■熱貫流率データ

単板ガラスの場合

複層ガラスの場合

単板ガラスのみ 単板ガラス＋
ワーロンシート片面張り障子

単板ガラス＋
ワーロンシート太鼓張り障子

表面温度

13.0℃
表面温度

18.0℃
表面温度

19.5℃

□測定条件：外気温0℃、室内温22℃　□設定測定方法：社内法（室内側表面の状態をサーモグラフィで撮影）
□データ出典：（一財）日本建材・住宅設備産業協会 省エネルギー建材普及促進センター（21世紀の住宅には、開口部の断熱を…!）

□熱貫流率…熱の伝えやすさを表した値で、数値が小さいほど熱を伝えにくく、
　　　　　　断熱性能に優れていることを表します。［W/m2・ｋ］

※太鼓張り障子のワーロンシート間の空気層は10mm以上の場合。 ※「住宅の省エネルギー基準の解説」（一財）建築環境・省エネルギー機構より。

6.5℃
アップアップ

上下端のどちらかが密閉されている場合
（レースカーテンを除く）

片面張りの場合
3.4［W/m2・K］

上下端のどちらかが密閉されている場合 
（レースカーテンを除く）

片面張りの場合
4.5［W/m2・K］

単板ガラス

6.5［W/m2・K］

複層ガラス（A6）

4.7［W/m2・K］

3.2［W/m2・K］

単板ガラス+
ワーロンシート
太鼓張り障子

5.2［W/m2・K］
単板ガラス+
カーテン

3.9［W/m2・K］
複層ガラス（A6）+
カーテン

2.7［W/m2・K］

複層ガラス（A6）+
ワーロンシート
太鼓張り障子

省
エ
ネ

省
エ
ネ

単板ガラス

6.5［W/m2・K］

複層ガラス（A6）

4.7［W/m2・K］

3.2［W/m2・K］

単板ガラス+
ワーロンシート
太鼓張り障子

5.2［W/m2・K］
単板ガラス+
カーテン

3.9［W/m2・K］
複層ガラス（A6）+
カーテン

2.7［W/m2・K］

複層ガラス（A6）+
ワーロンシート
太鼓張り障子

省
エ
ネ

省
エ
ネ

5.0℃
アップアップ

単板ガラスのみ
と比べて

単板ガラスのみ
と比べて
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ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ で の 施 工 手 順

■紙じゃくりが浅い（または無い）場合　[あらかじめシートを寸法切りする必要はありません。]

※ワーロンシート専用両面テープはワーロンシートを建具に接着する専用の両面テープです。耐熱性や接着性に優れ、施工の際、きれいな仕上がりで
すぐに建て付けが可能です。
※他の両面テープをご使用されますと耐熱性や接着性の問題からワーロンシートのハガレが生じる場合がありますのでご注意ください。

すべての縦桟にテープを貼り、剥離紙を剥がします。
シートをたるまないように建具に乗せて、接着面をしっかり押さえます。

あらかじめシートを建具の接着面の外寸より天地左右各１mm小さく切ります。 下桟（建具の下部）とすべての縦桟に両面テープを貼ります。
まだ、剥離紙は剥がしません。

寸法切りしたシートを建具に載せて位置を合わせ、シートがずれないように固定
しながら下桟（建具の下部）のみ剥離紙を剥がし、一辺だけを張り付けます。

その上からすべての横桟に両面テープを貼り、剥離紙を剥がします。 巻き上げたシートをたるまないように注意しながら、徐々に戻して張り付けます。
最後に接着面をまんべんなく指先やローラー等でしっかり押さえます。

１ 2 その上からすべての横桟にテープを貼り、剥離紙を剥がします。
最後に余分なシートを切り落とします。3 4

■紙じゃくりが深い場合
１ 2

3 固定した下桟の方向にシートを巻き上げてから、縦桟の両面テープの剥離紙を
上部から引き剥がします。

4

5 6

ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ で の 施 工 上 の 注 意 点

換気をよくして作業を行ってください。
桟が湿っていると接着性が悪くなりますので、完全に乾いてからご使用ください。
桟が凹凸している場合はサンドペーパーなどで接着面を平滑にしてください。
シートを張り付けた後の両面テープのはみ出しを防ぐために、外周部分（紙じゃくり）に貼る際は桟の内側に沿わせてテープをお貼りください。
シートを張り付けた後は、接着面の押さえをしっかり行ってください。圧着が不十分であったり、施工時の環境温度が低いとハガレを
生じることがあります。１０℃以下になりますと接着力が低下しますので、温かい環境下でお貼りください。十分な接着力が得られる
よう、貼り終えた後もしばらくは温かい環境の状態にしておいてください。

１

2

3

4

5

防炎製品認定品

※詳しくはホームページの施工動画をご参照ください。

製 品 説 明

仕　様

□日本の色シリーズ□ベーシックシリーズ

和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

カッターナイフ・ハサミ・裁断機などで切断できます。

施 工 上 の 注 意 点

１

2

3

4

5

6

7

8

※ワーロンシートは和紙を塩化ビニール樹脂で両面からラミネートしておりますので、お取り扱いの際、折ったり、角等を当てられますと
白化（折れたところが白く見えます）や層間剥離（剥がれた箇所が白く見えます）の原因になりますのでご注意ください。

※防炎性能につきましては５４ページをご参照ください。

切 断 加 工

ワーロンシートは天然素材の
和紙を塩化ビニール樹脂で
両面からラミネー卜して耐久
性をもたせたインテリア素材
です。

※ロットによる若干の色違いが
生じることもありますのであらか
じめご了承ください。

□抗菌・抗ウイルスタイプ

和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

□工芸和紙シリーズ

※レーザー加工機でのカットは、塩素ガスが発生するためおやめください。

〈施工動画〉

お 手 入 れ・保 管 方 法

１

2

箱からワーロンシートを取り出す際は、折れなどに十分ご注意ください。
作業台などの上で箱を寝かせて取り出すことをお勧めいたします。
特に４尺幅（１２３０mm幅）のシートは箱を立てた状態では取り出しにくく、白化（折れたところが白く見えます）や層間剥離
（剥がれた箇所が白く見えます）の原因になりますので、必ず箱を寝かした状態で取り出してください。
ワーロンシートに巻きグセがある場合は、張る前に平置きし、クセを取り除いてください。
（強いクセを残したままの施工は接着が甘くなり、ハガレの要因になります）
両面どちら側でも接着することができます。重ね張りも可能です。
０.２mm・０.３mm厚のシートの接着にはワーロンシート専用両面テープをお使いください。（一般の木工用ボンド、でんぷん糊、
一般の両面テープでは接着できません）
ワーロンシートは温度変化により伸縮を繰り返します（１mの長さのものが１０℃の温度変化に対し０.８mm程度）。桟の少ない
（間隔が広い）建具の場合はシートのたるみが目立ちやすくなります。冬期の寒い環境下で施工した場合は夏期になるとたるみ
が大きくなりますので、なるべく２０℃以上の環境での施工をお勧めします。また環境温度が６０℃を超える場所でのご使用は
お避けください。
厚み０.４５mmのシートの接着は自重によるハガレや収縮により建具の組子を反らせる恐れがありますので、お避けになり、
落とし込みでご使用ください。また、0.3ｍｍ以下のシートでも、すり上げ障子のような桟の細い建具への施工は同様に組子を
反らせる恐れがありますのでお避けください。
シートの端部から、結露時の水の吸い上げなどでシミなどの原因になることがありますのでご注意ください。
施工場所の条件等により、音の反響が生じることがあります。

中性洗剤水溶液（1%以下）を用いて、柔らかい布で表面を軽く拭いてください。その際には端部からの水の染み込みにご注意
ください。

熱・発火源から離し、水がかからず直射日光が当たらない場所で、段ボールケースに入れ立てた状態で保管してください。

ワーロンシート

建具の枠

1mm

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

生 産 中 止
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ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ で の 施 工 手 順

■紙じゃくりが浅い（または無い）場合　[あらかじめシートを寸法切りする必要はありません。]

※ワーロンシート専用両面テープはワーロンシートを建具に接着する専用の両面テープです。耐熱性や接着性に優れ、施工の際、きれいな仕上がりで
すぐに建て付けが可能です。
※他の両面テープをご使用されますと耐熱性や接着性の問題からワーロンシートのハガレが生じる場合がありますのでご注意ください。

すべての縦桟にテープを貼り、剥離紙を剥がします。
シートをたるまないように建具に乗せて、接着面をしっかり押さえます。

あらかじめシートを建具の接着面の外寸より天地左右各１mm小さく切ります。 下桟（建具の下部）とすべての縦桟に両面テープを貼ります。
まだ、剥離紙は剥がしません。

寸法切りしたシートを建具に載せて位置を合わせ、シートがずれないように固定
しながら下桟（建具の下部）のみ剥離紙を剥がし、一辺だけを張り付けます。

その上からすべての横桟に両面テープを貼り、剥離紙を剥がします。 巻き上げたシートをたるまないように注意しながら、徐々に戻して張り付けます。
最後に接着面をまんべんなく指先やローラー等でしっかり押さえます。

１ 2 その上からすべての横桟にテープを貼り、剥離紙を剥がします。
最後に余分なシートを切り落とします。3 4

■紙じゃくりが深い場合
１ 2

3 固定した下桟の方向にシートを巻き上げてから、縦桟の両面テープの剥離紙を
上部から引き剥がします。

4

5 6

ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ で の 施 工 上 の 注 意 点

換気をよくして作業を行ってください。
桟が湿っていると接着性が悪くなりますので、完全に乾いてからご使用ください。
桟が凹凸している場合はサンドペーパーなどで接着面を平滑にしてください。
シートを張り付けた後の両面テープのはみ出しを防ぐために、外周部分（紙じゃくり）に貼る際は桟の内側に沿わせてテープをお貼りください。
シートを張り付けた後は、接着面の押さえをしっかり行ってください。圧着が不十分であったり、施工時の環境温度が低いとハガレを
生じることがあります。１０℃以下になりますと接着力が低下しますので、温かい環境下でお貼りください。十分な接着力が得られる
よう、貼り終えた後もしばらくは温かい環境の状態にしておいてください。

１

2

3

4

5

防炎製品認定品

※詳しくはホームページの施工動画をご参照ください。

製 品 説 明

仕　様

□日本の色シリーズ□ベーシックシリーズ

和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

色和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

工芸和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

カッターナイフ・ハサミ・裁断機などで切断できます。

施 工 上 の 注 意 点

１

2

3

4

5

6

7

8

※ワーロンシートは和紙を塩化ビニール樹脂で両面からラミネートしておりますので、お取り扱いの際、折ったり、角等を当てられますと
白化（折れたところが白く見えます）や層間剥離（剥がれた箇所が白く見えます）の原因になりますのでご注意ください。

※防炎性能につきましては５４ページをご参照ください。

切 断 加 工

ワーロンシートは天然素材の
和紙を塩化ビニール樹脂で
両面からラミネー卜して耐久
性をもたせたインテリア素材
です。

※ロットによる若干の色違いが
生じることもありますのであらか
じめご了承ください。

□抗菌・抗ウイルスタイプ

和紙

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

塩化ビニール樹脂

□工芸和紙シリーズ

※レーザー加工機でのカットは、塩素ガスが発生するためおやめください。

〈施工動画〉

お 手 入 れ・保 管 方 法

１

2

箱からワーロンシートを取り出す際は、折れなどに十分ご注意ください。
作業台などの上で箱を寝かせて取り出すことをお勧めいたします。
特に４尺幅（１２３０mm幅）のシートは箱を立てた状態では取り出しにくく、白化（折れたところが白く見えます）や層間剥離
（剥がれた箇所が白く見えます）の原因になりますので、必ず箱を寝かした状態で取り出してください。
ワーロンシートに巻きグセがある場合は、張る前に平置きし、クセを取り除いてください。
（強いクセを残したままの施工は接着が甘くなり、ハガレの要因になります）
両面どちら側でも接着することができます。重ね張りも可能です。
０.２mm・０.３mm厚のシートの接着にはワーロンシート専用両面テープをお使いください。（一般の木工用ボンド、でんぷん糊、
一般の両面テープでは接着できません）
ワーロンシートは温度変化により伸縮を繰り返します（１mの長さのものが１０℃の温度変化に対し０.８mm程度）。桟の少ない
（間隔が広い）建具の場合はシートのたるみが目立ちやすくなります。冬期の寒い環境下で施工した場合は夏期になるとたるみ
が大きくなりますので、なるべく２０℃以上の環境での施工をお勧めします。また環境温度が６０℃を超える場所でのご使用は
お避けください。
厚み０.４５mmのシートの接着は自重によるハガレや収縮により建具の組子を反らせる恐れがありますので、お避けになり、
落とし込みでご使用ください。また、0.3ｍｍ以下のシートでも、すり上げ障子のような桟の細い建具への施工は同様に組子を
反らせる恐れがありますのでお避けください。
シートの端部から、結露時の水の吸い上げなどでシミなどの原因になることがありますのでご注意ください。
施工場所の条件等により、音の反響が生じることがあります。

中性洗剤水溶液（1%以下）を用いて、柔らかい布で表面を軽く拭いてください。その際には端部からの水の染み込みにご注意
ください。

熱・発火源から離し、水がかからず直射日光が当たらない場所で、段ボールケースに入れ立てた状態で保管してください。

ワーロンシート

建具の枠

1mm

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

建具の下部

建具の上部

生 産 中 止
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ワ ー ロ ン ボ ン ド Ｎ で 張 っ た シ ー ト の 剥 が し 方

ワーロンシートの接着部分に８０℃～９０℃位の温度をかけ
（ドライヤー、アイロン）接着剤を十分溶融させて剥がして
ください。溶融が不十分なうちに無理をしますと建具を傷める
ことにもなりますのでご注意ください。

きれいに剥がれない場合は、接着部分に
強力タイプの塗料剥がし液を刷毛等で
塗布します。

１０～１５分くらいするとビニールと
ボンドがどろどろに溶けますのでヘラ
等できれいに剥がし、十分水拭きして
ください。

※強力タイプの塗料剥がし液はお近くの
ホームセンターでお求めください。

※塗装してある建具へのご使用はお避け
ください。

防炎製品認定品製品説明

ワ ー ロ ン シ ー ト 専 用 両 面 テ ー プ で 張 っ た シ ー ト の 剥 が し 方

桟に残った両面テープはしばらく放置して熱を
冷ましてから、木の目に逆らわないよう、ゆっくり
引き上げながら剥がします。

１ 2接着部分に８０℃～９０℃位の熱（ドライヤー、アイ
ロン）をかけながら、桟を傷めないようにシートを
ゆっくり引き上げて剥がします。

桟に残った両面テープが取れない場合は、強力
タイプの塗料剥がし液を使用し、両面テープの上
に塗布します。１０分位放置する間に粘着剤が分解
され、軟化したところで残った両面テープを除去し
ます。最後に建具についた塗料剥がし液は十分
水拭きして取り除きます。塗料剥がし液は塗装して
ある建具へのご使用はお避けください。

引 張・破 裂 試 験

※現在、ワーロンボンドNは取り扱っておりません。

〈剥がし方〉

建具の下部

建具の上部

試験方法： 破裂強さ（JIS P 8112）　引張強さ（JIS P 8113）
※上記の値は測定値であり、保証値ではありません。

0.45mm
1840
25.9
23.3

0.3mm
1210
15.4
13.3

0.2mm
816
9.8
8.5

破裂強さ（kPa）

引張強さ（kN/m）

平均値

平均値
たて
よこ
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